
 

 

百日せき・ジフテリア・破傷風・不活化ポリオ・ヒブ混合予防接種について 
 

１．５種混合ワクチンとは 

 ・ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ(急性灰白隨炎)を予防するワクチンに、ヒブ(インフルエンザ菌ｂ型)ワクチンを 

混合したワクチンです。 

 ・生後２か月になったら、小児用肺炎球菌、B型肝炎とあわせて、接種を計画していきましょう。 

 ・最新情報は、ウエブサイト『ＫＮＯＷ★ＶＰＤ』（http://www.know-vpd.jp/）でご確認ください。インターネットで「Ｖ 

ＰＤ」と検索するとすぐわかります。 

２．ジフテリアとは 

 ・ジフテリア菌がのどなどについて起こる、重い病気です。 

 ・ジフテリア菌は、ジフテリア毒素を大量に出して神経や心臓の筋肉を侵します。 

 ・現在は、ワクチンを受ける子どもが多いことと、抗菌薬が有効で耐性菌が少ないため、ほとんど患者がでていませんが、 

だからこそ、ワクチンの接種が必要です。 

 ジフテリアの症状・経過は？ 

 ・のどについたジフテリア菌が増えて、炎症が起こります。 

 ・熱が出ますが、微熱のケースも少なくありません。 

 ・のどの奥が白く見えることもあります。 

 ・のどの炎症が強まって空気の通り道が完全にふさがり、死亡することがあります。 

 ・また心臓の筋肉が侵されるので、そうなると絶対安静が必要ですが、安静にしていても心臓が急に止まって死亡するこ 

ともあります。 

 ジフテリアの合併症は？ 

 ・神経の麻痺や心臓の筋肉に炎症が起こって死亡するケースが、現代の欧米でも見られます。 

３．破傷風とは 

 ・破傷風菌が傷口から入って体の中で増えて、筋肉をけいれんさせる破傷風菌毒素を大量に出すことによって起こる重い 

病気です。 

 ・土の中には必ず破傷風菌がいます。深い傷だけでなく、小さな傷からでも起こります。 

 ・人から人へと直接感染することはありません。 

 ・現在、40歳以下で破傷風になる人が少ないのは、40歳以下の人は子どもの頃にワクチンを受けているので免疫（抗体） 

が少し残っているためです。40歳以上では、年間100人ほどがかかっていて、そのうち約10人が死亡しています。 

 ・破傷風にかかっても免疫はできないので、何度もかかることがあります。 

 破傷風の症状・経過は？ 

 ・けがをしてしばらくしたのち、顔の筋肉を動かしにくい、笑ったように引きつった顔になる、などの症状が出ます。 

 ・口がだんだんと開けにくくなり、その後、全身の筋肉がいっせいに縮んで、けいれんが起こります。 

 ・おなかや背中の筋肉も同時にけいれんするので、最終的には、うしろに大きく弓なりになるような姿勢になります（後 

弓反張）。症状がひどい場合には背骨などが折れることもあります。 

 ・意識の混濁が起きないために、痛く苦しい自覚症状を伴います。 

 ・呼吸ができなくなるなどの症状で、最新の治療でも毎年約10人が死亡しています。 

４．百日せきとは 

 ・百日せき菌と呼ばれる細菌がのどなどについて起こります。 

 ・百日せき菌の伝染力は強く、多くの場合、家族や周囲の人から感染します。以前と違って成人の百日せきも多く学校や 

職場で集団発生することもあります。 

 ・昔に比べれば日本での患者数は減りましたが、年間数万人くらいかかっていると推定されています。 

 ・全治まで2～3か月かかることから、百日せきといわれています。 

 ・母親からもらう免疫は弱いので、新生児でもかかることがあります。 

 ・生後6か月以下（特に3か月以下）に感染すると重症化します。 

 百日せきの症状・経過は？ 

 ・最初は鼻水と軽いせきが出て、かぜのような症状を示します。 

 ・スタッカートのような、コンコンコンコンという短いせきが長く続いて出てくるようになると、有効な抗菌薬でも症状 

を止めることはできません。 

 ・せきの続く時間がだんだんと長くなり、目が血走ったり舌の筋が切れたりすることがあります。 

 ・乳児の場合、特に生後3か月以下では息が止まって死亡することもあります。大人の場合、苦しいですが死亡すること 

はありません。 

 百日せきの合併症は？ 

 ・最も深刻な合併症は息ができなくなる無呼吸で、死亡することもありますので、呼吸が止まるくらいの時は人工呼吸が 

必要です。 

 



 

 

 ・血液の中の酸素が減ると脳症（低酸素性脳障害）が起こり、脳の後遺症が残ることがあります。 

 ・けいれんや肺炎が起こることがあります。 

５．ポリオ（急性灰白髄炎）とは 

 ・ポリオウイルスによって起こります。この感染症にかかると神経が侵されて、筋肉が麻痺します。 

 ・世界では、ポリオウイルスは激減しています。しかし南アジアやアフリカなどのごく一部の地域では、現在でもポリオ 

が流行しています。 

 ・かつては日本でも大流行した病気ですが撲滅運動を経てここ30年間発症者が出ていません。しかしワクチンの接種を中 

止すれば必ず流行が起こるとされているので、注意が必要です。 

 症状・経過は？ 

･ポリオウイルスに感染しても、ほとんどの場合は発病しないか､目立った症状は出ず､出ても多くはかぜのような症状で

す。かかった時は、約1,000人に1人程度に手足に麻痺が出るといわれています。 

 合併症は？ 

 ・重症化すると手足の麻痺が起こり、運動障害が後遺症として残ることがあります。 

 ・呼吸をするための筋肉である横隔膜などに麻痺が起こると呼吸ができなくなります。そうなると人工呼吸器を使わなく 

てはならなくなります。 

６．ヒブ(インフルエンザ菌ｂ型)とは 

 ・インフルエンザ菌ｂ型(ヒブ)という菌が鼻やのどから入って、起こる病気です。 

・ヒブワクチン導入前の日本では、年間約 600 人が重いヒブ感染症である細菌性髄膜炎になっていました。細菌性髄膜炎

は毎年約1,000 人がかかっていましたが、60％がヒブによるものでした。 

・細菌性髄膜炎にかかった子どもの約66％は0～1歳児で、約34％が2～4歳児です。生後5か月頃から急に増えます。 

・集団保育の子どもは2～3倍かかりやすいです。 

 症状・経過は？ 

・脳を包む髄膜、のどの奥の喉頭蓋、肺などに炎症を起こします。 

・細菌性髄膜炎になっても早期の症状は熱と不機嫌くらいで、血液検査をしても多くは風邪と区別がつきません。 

・その後、ぐったりする、けいれん、意識がないなどがでてきます。 

・抗菌薬(抗生物質)が効かない耐性菌も多く、治療が大変で予防が一番です。 

・喉頭蓋炎になるとたいへん重症になり、息ができなくなって死亡することも少なくありません。 

合併症は？ 

 ・髄膜炎にともなう合併症は多くあり、死亡や発達・知能・運動障害などの他、難聴(聴力障害)などが起こることがありま 

す。 

・死亡する率が3～7％、脳の後遺症の発生率が15～20％と大変重大な病気です。 

７．ワクチンの効果と副作用（副反応）は？ 

 ・ジフテリア、破傷風、百日せき、ポリオ、ヒブの病気は、５種混合ワクチンで予防できます。 

 ・ワクチンのおかげで、日本ではジフテリアは患者がほとんど出なくなりました。破傷風もワクチンを受けている40歳以 

下で発病する人は少数です。しかし、百日せきは非常に感染力が強いので、現在のこのワクチンで撲滅まですることは 

できず、各地で流行を引き起こしています。 

 ・副反応としては、接種したところが赤く腫れたり、しこりになったりする場合があります。回数を重ねるごとに腫れる 

ことが少し多くなりますが、ほとんどの場合は問題になるほどひどくはありません。また、不活化ポリオワクチンは、 

麻痺を起こすことはありませんが、たいへんまれにアナフィラキシーショックを起こす可能性もあります。 

 ・まれに腕全体が腫れます。その場合は、受診してください。 

８．予防接種による健康被害救済制度について 

定期の予防接種によって引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるよう

な障害を残すなどの健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく補償を受けることができます。健康被害の程度等

に応じて、医療費、医療手当、障害児養育年金、障害年金、死亡一時金、葬祭料の区分があり、法律で定められた金額

が支給されます。死亡一時金、葬祭料以外については、治療が終了する又は障害が治癒する期間まで支給されます。 

ただし、その健康被害が予防接種によって引き起こされたものか、別の要因（予防接種をする前あるいは後に紛れ込

んだ感染症あるいは別の原因等）によるものなのかの因果関係を、予防接種・感染症医療・法律等、各分野の専門家か

らなる国の審査会にて審議し、予防接種によるものと認定された場合に補償を受けることができます。 

※ 給付申請の必要が生じた場合には、子育て支援課へご相談ください。 

９．その他  

※ 接種後 30 分間は特に体調の変化がおこりやすいのでご注意していただき、接種機関もしくは医師と連絡ができるよ

うにしてください。      

 

 

 
予防接種に関するお問い合わせ：京丹後市子育て支援課 ℡０７７２－69―03７0 


